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北北
身身
協協
加加
盟盟
団団
体体
事事
務務
担担
当当
者者
会会
議議
開開
催催

〜〜
加加
盟盟
団団
体体
がが
一一
堂堂
にに
会会
しし
てて
協協
議議
〜〜

社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
赤
坂
勝
会
長
）
は
六
月
十

日
�
、
札
幌
市
内
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
加
盟
団
体
事
務
担
当
者

会
議
（
出
席：

三
十
六
団
体
・
四
十
名
）
を
開
催
し
た
、
こ
の
会
議
は
、

年
一
回
、
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
お
り
、
同
会
議
で
は
北
身
協
が
実
施
す

る
事
業
一
つ
ひ
と
つ
の
説
明
と
、
出
席
し
た
事
務
担
当
者
と
の
意
見
交
換

や
質
疑
応
答
が
熱
心
に
行
わ
れ
、
会
議
は
二
時
間
余
り
に
及
ん
だ
。

最
初
に
、
開
会
に
当
た
り
、
赤
坂

会
長
か
ら
全
道
各
地
か
ら
沢
山
の
方
々

の
出
席
に
謝
意
を
述
べ
た
後
、「
政

権
交
代
に
よ
り
障
が
い
者
制
度
改
革

推
進
会
議
が
設
置
さ
れ
、
障
が
い
者

も
参
加
し
た
中
で
会
議
が
行
わ
れ
、

現
在
、
二
〇

〇
六
年
に
国

連
で
採
択
さ

れ
た
「
障
害

者
の
権
利
に

関
す
る
条

約
」
の
批
准
に
向
け
、
様
々
な
課
題

に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
「
北
海
道
障
が
い
者
条

例
」
が
こ
の
四
月
か
ら
全
面
施
行
さ

れ
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
や

虐
待
な
ど
の
解
決
に
向
け
た
対
応
も

始
ま
っ
た
。
少
し
ず
つ
私
た
ち
障
が

い
者
が
地
域
の
中
で
普
通
に
暮
ら
し

て
い
け
る
社
会
の
実
現
に
向
け
進
ん

で
い
る
と
感
じ
る
。
し
か
し
、
一
方

で
は
、
年
々
、
地
域
の
障
害
者
団
体

ぜ
い
じ
ゃ
く

が
脆
弱
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お

り
、
何
と
か
克
服
し
て
い
き
た
い
と

考
え
対
応
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か

難
し
い
問
題
で
す
。
今
日
は
皆
さ
ん

方
か
ら
地
域
か
ら
の
意
見
を
出
し
て

い
た
だ
き
、
少
し
で
も
本
年
度
の
事

業
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。」
と

挨
拶
し
た
。
そ
の
後
、
和
田
常
務
理

事
兼
事
務
局
長
の
進
行
で
、
各
担
当

者
か
ら
の
説
明
・
出
席
者
か
ら
の
意

見
や
質
疑
を
求
め
る
形
で
進
め
ら
れ

た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
会
議
の
協
議
項
目
と
主
な
内
容
】

▼
加
盟
団
体
会
費

▼
障
害
者
社
会
参
加
総
合
推
進
事
業

�「
障
が
い
者
１
１
０
番
」運
営
事
業

法
律
知
識
、
裁
判
経
験
等
を
必

要
と
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
こ
の
事
業

を
活
用
し
て
欲
し
い
。

�
身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員
専
門

研
修
事
業

九
月
に
実
施
予
定
。

決
定
次
第
、
案
内
し
た
い
。

主
な
質
問

相
談
員
の
任
命
権
は

誰
に
あ
る
の
か
、
ま
た
、
地
域
ご

と
の
配
置
数
、
年
齢
制
限
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

回
答
要
旨

身
体
障

害
者
相
談

員
は
知
事

が
委
嘱
。

配
置
数
は

身
障
者
千

人
に
一
人

の
割
合
で

配
置
。
次

に
そ
の
地

域
で
ど
う

し
て
も
人
材
が
得
ら
れ
な
い
場
合

は
、
七
十
歳
以
上
で
あ
っ
て
も
地

域
推
薦
が
で
き
る
取
扱
い
に
変
更

に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

�
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
事
業

�
身
体
・
知
的
障
害
者
生
活
訓
練
事
業

主
な
質
問

助
成
金
の
配
分
が
低

い
が
ど
う
い
う
理
由
か
。

回
答
要
旨

こ
の
事
業
は
障
が
い

者
の
基
礎
的
な
生
活
訓
練
を
行
う

た
め
の
委
託
事
業
。
二
十
二
年
度

は
予
算
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
た

め
、
加
盟
団
体
分
は
委
託
条
件
に

沿
っ
て
再
検
討
し
て
も
ら
っ
た
。

な
お
、
配
分
額
は
二
十
一
年
度
配

分
額（
七
万
円
）を
上
限
に
配
分
。

�
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

�
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業

主
な
質
問

昨
年
度
事
業
開
始
時
、

登
録
介
助
員
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
の
か
。

回
答
要
旨

事
業
開
始
時
に
全
国

盲
ろ
う
者
協
会
か
ら
引
き
継
い
だ

の
で
十
名
程
度
の
登
録
者
が
い
た
。

�
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

▼
�拡
身
体
障
が
い
者
雇
用
促
進
・
社

会
参
加
促
進
事
業

こ
れ
ま
で
の
職
場
開
拓
・
雇
用
促

進
事
業
を
拡
大
し
た
事
業
だ
が
申
込

み
は
低
調
。
積
極
的
な
取
組
み
を
お

願
い
し
た
い
。

▼
北
海
道
身
体
障
害
者
新
聞

「
町
村
協
会
だ
よ
り
」
の
投
稿
が

少
な
い
の
で
支
庁
地
区
協
会
か
ら
指

導
を
お
願
い
し
た
い
。

主
な
質
問

部
数
を
減
ら
し
た
い

が
何
時
ま
で
に
連
絡
す
れ
ば
よ
い
か
。

回
答
要
旨

月
の
上
旬
ま
で
に
連

絡
が
あ
れ
ば
そ
の
月
発
送
分
か
ら

変
更
可
能
。
な
お
、
身
障
新
聞
は

新
規
会
員
の
加
入
促
進
の
た
め
に

も
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

▼
北
身
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
情
報
通
信
技
術
講
習
会
開
催
事
業

▼
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
・

専
門
部
会

▼
奨
学
金
事
業
の
推
進

▼
要
約
筆
記
奉
仕
員
研
究
会
並
び
に

要
約
筆
記
技
術
研
修
事
業

主
な
質
問

地
元
に
養
成
講
座
修

了
者
が
い
る
が
出
席
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
研
修
開
催
を
周
知
し
て
い

る
の
か
。

回
答
要
旨

地
元
要
約
筆
記
サ
ー

ク
ル
を
通
し
て
周
知
し
て
い
る
の

で
問
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

▼
Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

▼
第
５９
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
帯
広
大
会

大
会
は
千
名
の
参
加
を
見
込
ん
で

い
る
の
で
多
数
の
参
加
を
願
い
た
い
。

▼
第
６０
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
千
歳
大
会

平
成
二
十
三
年
九
月
末
〜
一
〇
月

中
旬
に
開
催
予
定
。

▼
そ
の
他

各
加
盟
団
体
で
発
行
し
て
い
る
機

関
紙
な
ど
が
あ
れ
ば
北
身
協
に
送
っ

て
欲
し
い
。

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行
会員購読料（年）９０円

（会費に含む）
非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
合
同
部
会

〜
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
合
同
部
会
を
開
催
〜

平
成
二
十
二
年
度
北
海
道
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
の
身
体
・
知

的
・
精
神
障
害
者
合
同
部
会
が
、
六
月
三
十
日
、
札
幌
市
内
の
道
民
活
動

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
合
同
部
会
の
概
要
】

最
初
に
合
同
部
会
の
議
長
と
し
て

干
野
章
人
（
ほ
し
の
あ
き
と
）（
�

北
海
道
肢
体
不
自
由
児
者
福
祉
連
合

協
会
常
務
理
事
）
氏
を
選
任
し
、
そ

の
後
、
干
野
議
長
の
進
行
で
各
障
害

者
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
平
成
二

十
二
年
度
事
業
計
画
」
と
「
現
状
と

課
題
」
に
つ
い
て
説
明
・
協
議
。

続
い
て
北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉

局
障
が
い

者
保
健
福

祉
課
東
秀

明
（
あ
ず

ま
ひ
で
あ

き
）
主
幹

か
ら
北
海

道
に
お
け

る
障
が
い

者
社
会
参

加
促
進
関

連
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
後
、
北
海

道
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

楠

健
太
郎
（
く
す
の
き
け
ん
た
ろ

う
）
地
方
障
害
者
雇
用
担
当
官
か
ら

「
北
海
道
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の

現
状
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
事
務
局
か
ら

新
た
に
立
ち
上
げ
た
北
海
道
障
害
者

社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
イ
メ
ー
ジ
画
面
な
ど
の
説

明
が
あ
り
、
全
体
を
通
し
て
、
質
疑
、

情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

●
北
海
道
か
ら
の
説
明
概
要

今
年
三
月
の
北
海
道
議
会
で
議
決

さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
度
の
障
が
い

者
社
会
参
加
促
進
関
連
事
業
の
説
明

が
あ
っ
た
。（
事
業
名
、
予
算
額
に

つ
い
て
は
、
本
年
三
月
二
十
五
日
付

け
身
体
障
害
者
新
聞
に
掲
載
し
た
内

容
と
ほ
ぼ
同
様
な
の
で
省
略
し
ま
す
。）

●
北
海
道
労
働
局
か
ら
の
説
明
概
要

北
海
道
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
状

況
に
つ
い
て
、
直
近
の
資
料
（
平
成

二
十
一
年
六
月
一
日
）
を
も
と
に
、

▽
民
間
企
業
に
お
け
る
雇
用
障
害
者

数
及
び
実
雇
用
率
の
状
況
は
、

①
実
雇
用
率
は
１
�
７７
％
で
前
年
と

比
べ
て
０
�０３
ポ
イ
ン
ト
上
昇（
過

去
最
高
を
更
新
）

②
雇
用
障
害
者
数
は
８
２
８
６
�０
人

（
過
去
最
高
を
更
新
）

③
障
害
者
雇
用
の
着
実
な
進
展
が
見

ら
れ
、
実
雇
用
率
は
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
法
定
雇

用
率
達
成
企
業
割
合
は
わ
ず
か
に

半
数
に
至
ら
ず
、
実
雇
用
率
も
法

定
雇
用
率
に
わ
ず
か
に
届
か
な

か
っ
た
。

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
障
害
者

の
職
業
紹
介
状
況
は
、

①
障
害
者
の
就
職
件
数
は
着
実
に
伸

び
て
い
る
。（
二
十
一
年
度
実
績

の
前
年
度
比

＋
１１
�５
％
）

②
新
規
求
職
申
込
件
数
は
、
全
般
に

増
加
傾
向
。
特
に
精
神
障
害
者
の

増
加
が
顕
著
。

▽
北
海
道
労
働
局
に
お
け
る
障
害
者

雇
用
対
策
の
推
進
は
、

①
「
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
の
充
実
」

と
し
て
、
き
め
細
か
な
職
業
相
談

を
実
施
し
、
北
海
道
障
害
者
職
業

セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
専
門
機
関
と

連
携
し
て
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援

や
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事
業
な
ど
の

支
援
策
を
活
用
し
、
一
層
の
就
職

促
進
・
職
場
安
定
を
図
る
。

・
平
成
二
十
二
年
度
就
職
件
数
の

目
標

二
一
二
〇
件

・
福
祉
施
設
か
ら
の
就
職
件
数

三
七
〇
件
（
北
海
道
と
の
共
同

目
標
）

②
「
雇
用
率
達
成
指
導
の
厳
正
な
実

施
」
と
し
て
、
積
極
的
な
雇
用
率

達
成
指
導
を
行
い
、
求
職
者
情
報

や
職
域
の
拡
大
に
つ
い
て
具
体
的

な
提
案
を
行
う
こ
と
に
よ
り
雇
用

率
達
成
企
業
の
割
合
５４
�１
％
以

上
を
目
指
す
。

・
現
状
（
２１
�６
�１
）４９
�
７
％

・
目
標（
２２
�６
�１
）５４
�１
％
以
上

③
雇
用
・
福
祉
・
教
育
と
の
連
携
強

化
、
福
祉
施
設
や
特
別
支
援
学
校

等
と
連
携
し
、「
障
害
者
就
労
支
援

チ
ー
ム
」に
よ
る
雇
用
促
進
を
図
る
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

喬

電
話
代
表（
〇
一
一
）二
四
一
�
〇
九
八
六
番

合同部会に出席された委員の皆さん

赤坂 勝会長

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

各加盟団体から出席された皆さん

岩

見

沢

市

三

条

西

八

丁

目

電

話（
〇
一
二
六
）二
二
�
三
七
三
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
二
六
）二
四
�
七
六
一
八
番

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２２年７月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６７６号）（１）



 

「「
障障
害害
者者
制制
度度
改改
革革
のの
推推
進進
のの
たた
めめ
のの
基基
本本
的的
なな
方方
向向
」」をを
閣閣
議議
決決
定定

六
月
七
日
、
国
の
障
が
い
者
制
度

改
革
推
進
会
議
は
、
第
十
四
回
会
議

に
お
い
て
約
半
年
に
わ
た
る
議
論
を

第
一
次
意
見
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

続
い
て
、
推
進
会
議
は
六
月
二
十

九
日
、
小
川
榮
一
議
長
か
ら
障
が
い

者
制
度
改
革
推
進
本
部
長
（
菅
直
人

内
閣
総
理
大
臣
）
へ
第
一
次
意
見
が

手
交
さ
れ
、
国
は
、
同
日
、
閣
議
で

障
害
者
施
策
の
見
直
し
の
基
本
方
向

を
閣
議
決
定
し
た
。
な
お
、
今
後
、

推
進
会
議
で
は
、
年
度
末
を
目
途
に

議
論
し
、
制
度
改
革
の
重
要
方
針
を

決
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催
案
内

本
年
度
も
身
体
障
が
い
者
向
け
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
初
心
者
が
対
象
）

を
実
施
し
ま
す
。
開
催
日
程
等
が
次

の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
、
受
講
希

望
者
は
所
属
団
体
を
通
し
て
北
身
協

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
八
月
二
十
五
〜
二
十
七
日

帯
広
市

・
九
月
十
三
〜
十
五
日

砂
川
市

・
十
一
月
十
〜
十
二
日

岩
見
沢
市

・
十
一
月
二
十
四
〜
二
十
六
日
登
別
市

・
十
二
月
八
〜
十
日

石
狩
市

【
北
身
協
事
務
局
】

電
話

〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

平
成
二
十
二
年
度
「
心
の
輪
を
広

げ
る
体
験
作
文
」
及
び
「
障
害
者

週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集

北
海
道
で
は
、
今
年
度
も
内
閣
府

及
び
札
幌
市
と
共
催
し
、
七
月
一
日

か
ら
八
月
三
十
一
日
の
間
、
体
験
作

文
及
び
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
る
。

募
集
テ
ー
マ
、
応
募
資
格
、
募
集

方
法
、
応
募
先
な
ど
詳
細
は
、
お
住

ま
い
の
各
総
合
振
興
局
（
振
興
局
）

保
健
環
境
部
保
健
福
祉
室
社
会
福
祉

課
（
札
幌
市
に
お
住
ま
い
の
方
は
札

幌
市
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

寄
付
金
贈
呈
者
・
賛
助
会
員

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
平
成
二
十
一
年
七
月
以
降
）

北
海
道
リ
ハ
ビ
リ
ー

様

岩
見
沢
光
明
舎

様

美
唄
義
肢
製
作
所

様

野
坂
義
肢
製
作
所

様

岩
崎
電
子
㈱

様

黒
松
内
つ
く
し
園

様

旭
川
美
景
園

様

北
海
道
拓
明
興
社

様

北
海
道
光
生
舎

様

北
海
道
博
愛
舎

様

北
海
道
失
語
症
友
の
会「
北
の
会
」

様

わ
か
ふ
じ
寮

様

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社

様

和
泉
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
実
行
委
員
会

様

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

と
ん
と
ん

様

企
業
組
合
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
グ
ル
ー
プ

様

政
田
一
美

様

瀧
山
征
治

様

岩
波
勝
二

様

篠
山
准
子

様

和
田
真
一

様

古
舘
一
雄

様
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◆
北
身
協
事
務
局
人
事

（
七
月
三
十
日
付
け
）

退
職

書
記

浅
見

智
江

（
七
月
二
十
八
日
付
け
）

採
用

書
記

松
本
美
由
紀

◆
新
規
会
員
を
募
集
中

各
市
町
村
の
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
で
は
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ

れ
た
方
又
は
未
加
入
の
方
は
、
最
寄

の
福
祉
協
会
に
相
談
く
だ
さ
い
。

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

（２）（第６７６号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２２年７月２５日）


